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２２ 

第
52
回
全
大
教
定
期
大
会
報
告

２２ 

新
執
行
部
の
紹
介

２２ 

退
任
の
ご
挨
拶
（
中
富
公
一 

前
中
央
執
行
委
員
長
）

３３ 

論
壇
「
静
岡
大
学
・
浜
松
医
科
大
学
の

                 

ア
ン
ブ
レ
ラ
方
式
に
つ
い
て
」

     

静
岡
大
学
学
術
院
人
文
社
会
科
学
領
域 

教
授

                               

川
瀬 

憲
子

３３ 

職
場
の
Ｑ
＆
Ａ
⒂ 

過
半
数
代
表
に
つ
い
て

４４ 

単
組
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト

� 

弓
削
商
船
高
専

　
　

「
海
事
職
員
か
ら
の
要
望
を
聞
い
て
」

� 

大
分
大
学

　
　

「
共
感
を
生
み
出
す
取
り
組
み
を
」

４４ 

わ
た
し
も
ひ
と
こ
と

　

第
１
号
議
案
と
し
て
、
北
九

州
高
専
、
神
戸
市
看
護
大
学
の

ふ
た
つ
の
組
合
の
加
入
が
提
案

さ
れ
、
大
き
な
拍
手
を
も
っ
て

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

2019年度運動方針、予算を決定
　

２
０
１
９
年
７
月
13
日
に
、
台
東
区
民
会
館
（
東
京
・
浅
草
）
で
、
第
52

回
定
期
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
加
盟
１
０
５
単
組
の
う
ち
、
大
学
・
共
同

利
用
機
関
の
76
単
組
76
人
、
高
専
協
議
会
（
23
単
組)

２
人
の
代
議
員
を
招

集
し
、
59
人
の
代
議
員
が
出
席
。
運
動
方
針
案
、
決
算
案
、
予
算
案
等
を
審

議
・
決
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
定
時
役
員
選
挙
を
実
施
し
、
２
０
１
９
年
度

か
ら
２
年
間
の
役
員
体
制
を
決
定
し
ま
し
た
。

■ 

新
規
に
２
つ
の
加
盟
組
合 

■

第　
回
全
大
教
定
期
大
会
開
催

52

2019年7月13日（土）　於：台東区民会館（浅草）

■ 

２
０
１
９
年
度
の
運
動
方
針 

■

　

中
央
執
行
委
員
会
か
ら
、
２

０
１
９
年
度
運
動
方
針
案
の
提

案
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
大
学
・
高
等
教
育
の
充
実

に
向
け
て
」
は
、

➊ 

高
等
教
育
予
算
の
「
選
択

と
集
中
」
に
反
対
し
、
抜
本

的
な
拡
充
を
求
め
る

❷ 

一
法
人
複
数
大
学
方
式
な

ど
、
政
府
に
よ
る
一
方
的
な

高
等
教
育
再
編
や
地
方
大
学

切
り
捨
て
を
許
さ
な
い

❸ 

教
員
身
分
を
不
安
定
化
さ

せ
な
い

❹ 

奨
学
金
制
度
の
抜
本
的
な

拡
充
、「
教
育
を
受
け
る
権
利
」

を
実
現
す
る

❺ 

民
主
的
で
公
正
な
大
学
運

営
の
実
現
と
、
法
人
の
自
主

的
な
人
事
制
度
確
立

❻ 

高
等
教
育
問
題
に
関
す
る

広
範
な
当
事
者
と
の
連
携

　
「
賃
金
・
労
働
条
件
を
守
り

改
善
す
る
」
に
つ
い
て
は
、

① 

有
期
雇
用
教
職
員
の
雇
い

止
め
撤
廃
、
無
期
雇
用
化
促

進② 

賃
金
改
善

③ 

同
一
労
働
同
一
賃
金
、
待

遇
格
差
解
消

④ 

長
時
間
労
働
の
是
正
、
ワ

ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
確

立
等
、
職
場
環
境
改
善

⑤ 
「
新
た
な
年
俸
制
」
な
ど

「
人
事
給
与
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
改

革
」
に
対
抗
す
る

⑥ 

団
体
交
渉
・
労
使
関
係
の

充
実

を
そ
れ
ぞ
れ
課
題
と
掲
げ
て
取

り
組
む
こ
と
が
提
案
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
２
０
１
２
年
度
か
ら

全
国
的
に
継
続
し
て
き
た
臨
時

賃
下
げ
に
対
す
る
未
払
い
賃
金

請
求
訴
訟
の
全
国
運
動
の
、
11

の
訴
訟
全
て
が
２
０
１
８
年
度

中
に
終
結
し
、
す
べ
て
敗
訴
で

終
わ
っ
た
と
報
告
さ
れ
、
新
年

度
に
そ
の
総
括
を
行
う
こ
と
、

平
和
・
人
権
・
民
主
主
義
に
関

す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く

こ
と
、
な
ど
が
提
案
さ
れ
ま
し

た
。

　

質
疑
・
討
論
で
は
、
病
院
医

師
の
働
き
方
の
問
題
、
公
立
大

学
の
法
人
統
合
・
大
学
統
合
の

問
題
、
政
府
の
「
骨
太
の
方
針

２
０
１
９
」
に
学
長
選
考
の
意

向
投
票
を
廃
止
す
る
と
の
文
言

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
問
題
、

等
に
つ
い
て
、
質
問
と
中
央
執

行
委
員
会
の
取
り
組
み
強
化
を

求
め
る
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
有
期
雇
用
職
員
の

無
期
転
換
問
題
や
、
教
員
に
裁

量
労
働
制
が
適
用
さ
れ
る
中
で

の
働
き
方
改
革
で
求
め
ら
れ
て

い
る
労
働
時
間
把
握
の
運
用
に

つ
い
て
、
各
大
学
に
お
け
る
状

況
の
報
告
と
経
験
の
交
流
や
、

中
央
執
行
委
員
会
へ
の
取
り
組

み
の
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

運
動
方
針
案
に
対
し
て
は
、

賃
金
・
労
働
条
件
の
改
善
に
つ

い
て
の
単
組
で
の
成
果
を
盛
り

込
む
補
強
を
行
う
修
正
案
（
山

口
大
）
と
、
内
閣
人
事
局
の
設

置
に
始
ま
り
行
政
が
私
物
化
さ

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
情
勢
認
識
に
関
わ
っ
て
、
該

当
部
分
の
削
除
を
求
め
る
修
正

案
（
高
エ
ネ
研
）
が
出
さ
れ
、

前
者
は
中
央
執
行
委
員
会
が
受

け
入
れ
、後
者
は
採
決
と
な
り
、

■ 

予
算
・
決
算
と
全
大
教
の
中
長
期
組
織
運
営 

■

　

２
０
１
８
年
度
は
赤
字
決
算

で
し
た
。
質
疑
で
そ
の
理
由
に

つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
が
、

２
０
１
８
年
度
は
隔
年
開
催
の

教
研
集
会
を
実
施
し
た
年
で
、

２
年
間
で
バ
ラ
ン
ス
す
る
予
算

構
造
の
な
か
で
は
ほ
ぼ
予
定
通

り
で
し
た
。

　

２
０
１
９
年
度
予
算
は
教
研

集
会
を
開
催
し
な
い
年
で
黒
字

決
算
を
め
ざ
し
、
か
つ
年
度
を

通
し
て
で
き
る
限
り
の
縮
減
に

努
め
る
と
の
提
案
が
な
さ
れ
ま

し
た
。

　

運
動
方
針
案
の
審
議
の
中

で
、「
中
長
期
の
財
政
再
建
策
を

含
む
組
織
運
営
の
見
直
し
」
に

つ
い
て
提
案
が
な
さ
れ
、
そ
の

な
か
で
は
、
組
織
運
営
の
見
直

し
を
図
り
財
政
を
好
転
さ
せ
る

た
め
に
、
新
年
度
を
か
け
て
抜

本
的
見
直
し
の
提
案
と
討
議
を

行
う
こ
と
も
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

■ 

役
員
選
挙
で
新
体
制
を
決
定 

■

　

四
役
・
中
央
執
行
委
員
16
人

と
、
会
計
監
査
委
員
３
人
の
役

員
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
立
候
補
者
す
べ

て
が
信
任
さ
れ
、
新
し
い
体
制

が
決
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
選
挙
管
理
委
員
の
候

補
全
員
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
事
務
所
移
転
に
伴

い
、
規
約
に
定
め
た
事
務
所
の

所
在
を
書
き
換
え
る
た
め
の

「
規
約
改
正
」や
２
０
１
８
年
度

に
行
っ
た
「
争
訟
支
援
」（
福
教

大
、電
通
大
、和
歌
山
大
）、「
納

入
人
員
の
確
定
」
に
つ
い
て
も

提
案
さ
れ
、
す
べ
て
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

大
会
終
了
後
、
退
任
す
る
役

員
を
代
表
し
、
中
富
公
一
中
央

執
行
委
員
長
が
花
束
贈
呈
を
受

け
、
そ
の
後
新
役
員
が
壇
上
で

並
び
、
選
出
さ
れ
た
鳥
畑
与
一

新
中
央
執
行
委
員
長（
静
岡
大
）

か
ら
、
力
強
い
決
意
表
明
の
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
（
写
真
）。

　
（
中
央
執
行
副
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　

 

長
山 

泰
秀
）

大学・高等教育の充実、賃金労働条件の改善を

修
正
案
は
賛
成
少
数
で
否
決
と

な
り
ま
し
た
。

　

運
動
方
針
案
は
、
賛
成
多
数

で
可
決
さ
れ
、
２
０
１
９
年
度

の
方
針
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

代議員は合計59人。その他に中央執行委員15人、会計監査委員長１人、
選管委員長１人、書記・傍聴等11人、総計87人が出席。


